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　まずは、2024年卒の学生の就職・採用活動環境について
概観する。「ワークス大卒求人倍率調査」（グラフ❶）による
と、2024年3月卒業予定の大学生・大学院生対象の大卒求
人倍率は 1.71倍で、2023年卒の1.58倍から0.13ポイン
ト増加。コロナ禍前の水準に回復し、コロナ禍直前の
2019年卒（1.88倍）、2020年卒（1.83倍）の水準に近づき
つつある。
　求人総数を従業員規模別に見ると、全ての規模において
増加した。特に、2023年卒で対前年増加率0.5％と採用拡
大に慎重であった従業員「300人未満」企業で、2024年卒
は増加率11.6％と大きく増加。他の規模も5％以上の増加
率で、採用意欲の堅調な伸びが見られる。
　ただし、「5，000人以上」企業においては、求人倍率が
0.41倍と、求人総数を就職希望者数が大きく上回る状況に

ある。学生にとっては、大手企業は狭き門であるものの、
企業規模にこだわらなければ選択肢は多い状況と言えるだ
ろう。

　学生の内定状況を見ると、2024年卒の大学生の3月卒業
時点での就職内定率は96.8％と、2022年卒（96.4％）、
2023年卒（96.8％）と同水準だった（P5・グラフ❷）。
　月ごとの推移を見ると、2024年卒学生の調査を開始し
た2月1日時点から前年に比べて高い水準で推移し、企業
が早い時期から内定出しを行っていたことがうかがえる。
そして、6月1日時点の就職内定率は79.6％と、6月選考解
禁となった2017年卒以降最も高い数値であった（前年同
月差＋6.5ポイント）。6月12日時点での内定率も80.0％と
前年同時期よりも3.5ポイント高く、その後は前年と同水
準で推移した。

大卒求人倍率は1.71倍でコロナ禍前の水準に

就職内定率は96.8％で例年と同水準

2024年卒の就職・採用市場
大卒求人倍率、学生の志向など、2024年卒就職・採用環境の概観は？

❶ 大卒求人倍率・求人総数・民間企業就職希望者数
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出典：①②③リクルートワークス研究所「ワークス大卒求人倍率調査」

 ■  ①大卒求人総数（人）
 ■  ②民間企業就職希望者数（人）

 ③大卒求人倍率（倍）

※2021年3月卒の大卒求人倍率は2回調査されており、2月調査は1.72倍、6月調査は1.53倍であった

企業 学生大卒求人倍率は1.71倍。企業は採用意欲を堅調に維持
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　就職・採用活動の環境が全体として学生優位と言える中、
学生の志向の傾向として明らかになったのは、不確実性の
低いファーストキャリアを求める傾向である。就職先を決
める前に配属先が確約されていた方が良いかどうか調査し
たところ、「確約されている方が良い」「どちらかというと確
約されている方が良い」の合計が80.7％で、約8割が初期
配属の確約を希望していた（グラフ❸）。入社するまで配属
先が分からないことへの不安を最小限に抑えたいという学
生の意向がうかがえる。
　他方で、『就職白書2023』において「働く」ということに対
する学生の考えや価値観が多様であることを指摘したが、
その傾向は変わらない。例えば、リクルートマネジメント
ソリューションズの「2024年新卒採用 大学生の就職活動
に関する調査」（グラフ❹）によると、就職活動を行った大

約８割の学生が初期配属の確約を希望
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（2024年卒　就職プロセス調査）

学生 就職内定率は、６月まで
前年より高い水準で推移

❷ 就職内定率の推移
※大学生・就職志望者／単一回答　　　※大学院生を除く

約８割が、入社企業決定前に
配属先の確約を希望

入社予定企業での勤続年数の意向はさまざま

学生

学生

80.7％
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確約されている方が
良い・計

確約されていなくても
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❸ 就職先を決める前に配属先が確約されていた方が良いか

❹ 新卒で入社する企業への勤続意向

※大学生・就職希望者／単一回答　※大学院生を除く

※学生全体／単一回答
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出典：リクルートマネジメントソリューションズ「2024年新卒採用 大学生の就職活動に関する調査」

（2024年卒　就職プロセス調査　6月12日時点調査）

学4年生、大学院2年生に対し、働く予定、もしくは働く可
能性の最も高い企業で何年くらい働くと思うかについて、

「3年以上～5年未満」「5年以上～10年未満」「10年以上」「定
年まで」がそれぞれ15％前後とばらつきのある結果であっ
た。学生の考えの多様さを表すデータの一つと言えるだろ
う。なお、勤続意向年数を5年未満とする学生の合計は約
20％、10年未満とする学生の合計は約36％で、3割を超え
る学生が10年以内の転職等を視野に入れていることもう
かがえる。
　こうした学生の志向を踏まえ、企業は今後、採用方法や
入社後のキャリアパスをどのように設計し、情報開示やコ
ミュニケーションを行っていくと良いのか。また、学生が
納得度の高い進路決定をするには、就職・採用活動はどの
ようにあるべきか。これらについて考えていくために、
2024年卒学生の就職・採用活動の実態と2025年卒以降の
採用見通しなどについて次ページから見ていきたい。
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